
 
平成 28年 11月 29日に開催された実践的なカンファレンス指導の様子です。 
すまいるホーム黄金／すまいるホーム楠田の職員合同で本格的なカンファレンスのご指導をして頂きました。 
今回は、すまいるホーム黄金の H 様（言動・行動・表情・背景や普段のご様子、どんな思いですまいるで生活を
されているか、認知症の症状など）を事例にみんなでカンファレンスを行い、学ばせて頂きました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

ス タ ッ フ の 声 

 

●認知症の症状・理解することが大切だと改めて感じました。認知症でもその人らしさ、思いがあるので、そ
の思いに早期に気づくことで BPSD は改善していくので、気づく心を養っていきたいと思いました。 

 
 
●『この方が今、何を一番必要としているのか』という事を考えたときに対応策が見つかってくるのだと感じ

ました。相手の立場になって考えることが必要だと思いました。 
 
 
●西村講師のお話し、他施設の職員の意見を元に新しく対応や見方を得ることが出来ました。利用者様が役

割・やりがいをもつ事でプラスの効果を得られる可能性があるので、改めて利用者様との交流を深めてい
きます。 

 
 
●合同カンファを通してその人を知ることから始めなければ適切なケアは、できないということ。 
 利用者様本位の言葉の重みを感じました。 
 
 
●スタッフ一人ひとりが気付き、職員全員に、連絡・相談をし、全員で一人の利用者様の事を考える。 


